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メッセージ：

ＩＤはプロジェクトマネージメント＋α

Ｍ．Ｄ．Ｍｅｒｒｉｌｌの5つ星ｅラーニング教材

ＩＤは教材作成技法＋α

eラーニング構成要素とＩＢＳＴPＩコンピテンシー

ＩＤは倫理規定に基づく専門職

認定パフォーマンステクノロジスト（ＣＰＴ）

注： ＩＤ: Instructional Design
IBSTPI: International Board of Standards for

Training, Performance, and Instruction
ＣＰＴ: Certification of Performance Technology
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ADDIEモデル（IDプロセス一般形）

分析
Analysis

設計
Design

評価
Evaluation

実施
Implementation

開発
Development

フィードバック

Feedback

プロジェクトマネージメントと同じ
ＰＤＳ （システム的アプローチ）
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ＩＤプロセス（手順）

分析 設計

評価 実施

開発

フィードバック

ＩＤプロセスを下支えするＩＤ理論

ＩＤ理論・モデル

学習理論（心理学） コミュニケーション学

メディア技術情報学

どう学ばせるか（効果・効率・魅力）

学習支援方法・環境の要件定義

知識構築・動機づけのメカニズム 情報伝達・関係構築のメカニズム
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5つ星のインストラクション
と呼べる条件（Ｍ．Ｄ．Merrill ）

1. 現実に起こりそうな問題に挑戦する

2. すでに知っている知識を動員する

3. 例示がある（Tell meでなくShow me)

4. 応用するチャンスがある（Let me)

5. 現場で活用し、振り返るチャンスがある

http://www.id2.usu.edu/
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5つ星のインストラクション
と呼べる条件（Ｍ．Ｄ．Merrill ）

現場で活用し、振り返る
チャンス（統合）

応用するチャンス

（Let me)

既有知識の動員

デモンストレーション

（例示）

（Tell meよりShow me）

現実的な問題
Ａｃｔｉｖａｔｉｏｎ

DemonstrationApplication

Integration

Problem

http://www.id2.
usu.edu/
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ｅラーニング教材であろうが
何であろうが･･･

もし「教材」が何かを教えていないのであ
れば、その価値はゼロである。

情報提供とインストラクション（教授）とは
別のものである。 （Ｍ．Ｄ．Merrill ）

http://www.id2.usu.edu/
２００４．５．２０． 日本イーラーニングコンソーシアム

2004年度通常総会
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まずいｅラーニング教材の5パターン
（Roger C. Shank）

1. 文章を読む→Enterで次のページに進む。

2. 文章を読む→選択式問題に答える→得点が
表示される。

3. 質問を読む→回答を入れる→フィードバックを
読む→次の質問に進む。

4. 長い長い文章を読む→最後の最後に質問に
答える。

5. 開始早々にテストを受ける→得点とフィード
バックを得る。

出典：Shank, R.C. (2002). Designing World-Class E-Learning.  McGraw Hill
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ＩＤはプロジェクトマネージメント＋α
α＝ＩＤ理論・モデル

ＩＤプロセス（手順）に従っても良い教材がで
きる保障はない。
学習をいかに支援していくかについてのノウ
ハウがＩＤ理論として蓄積されている。
ＰＭも大切だが、「ＩＤはＰＭと同じだ」という
誤解はしないで欲しい。

メッセージ１
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ＩＤは教材作成技法＋α
α＝職能向上を目指すシステム構築

ＩＤは、教材をいかに効果的・効率的・魅力的な
ものにするかのノウハウを提供する。
教材づくりからスタートしたＩＤがもっと上流工程
にも応用されている。
eラーニングベンダーには、教材づくりで培ったノ
ウハウを強みとして、「教材屋」から職能向上ソ
リューション提供者に進化して欲しい。

メッセージ２
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ＳＣＳ特別講義「ｅラーニング」
大学院修士課程レベルの専門家基礎科目

ｅラーニング
マネージメント
発注者向け
企画書作成

運用・管理

ｅラーニング
デザイン
受注者向け
仕様書作成
企画・開発・
運用支援ｅラーニング

ファンダメンタル
提案書を見分ける見識

（ＩＤの基礎）
２００３．９試行、２００４．２商品化、修了者実績１２０人

２００４年度中試行
（予定）

２００５年度中
試行

（予定）
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ｅラーニングファンダメンタル
詳説インストラクショナルデザイン

テキストの表紙を入れるか？

商品化の段階でタイトルと
サブタイトルが入れ替わった。
試行時の「受講者の反応」
を組み入れて読みやすさが
倍増したと好評。
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図表13－６：ＩＤ領域・コンピテンシ－
記述書（2000年版IBSTPI）

コンピテンシ－を「職務活動を効果
的に実行し、期待されるレベルの
機能を果たすために求められる知
識・技能・態度」と定義
（Richey, Fields, & Foxon, 2000, p.31）
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ＩＤ領域：専門家基礎（2000年版IBSTPI）

１．視覚・口頭・文章を使って効果的にコミュニ
ケーションできる（Ｅ）。

２．最新の研究成果と理論をＩＤの実践に応用で
きる（Ａ）。

３．ＩＤと関連領域に関する自分の知識・技能・態
度を更新・向上できる（Ｅ）。

４．基礎的な研究スキルをＩＤプロジェクトに応用で
きる（Ａ）。

５．職業上の倫理的・法律的な問題を認識し、解
決できる（Ａ）。

（Ｅ）は必須コンピテンシ－（Ａ）は上級コンピテンシ－

旧版にはなかった領域。ＩＤの専門性が成熟した結果。
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ＩＤ領域：計画と分析（2000年版IBSTPI）

６．ニーズ分析を実施できる（Ｅ）。
７．カリキュラム・プログラムをデザインできる（Ｅ）。
８．研修コンテンツを決めるための多様な技法を
選択・活用できる（Ｅ）。

９．研修対象者の特徴を認識し、記述できる（Ｅ）。
１０．学習環境の特徴を分析できる（Ｅ）。
１１．現存する・あるいは実現しつつある技術の特
徴と研修環境での利用法が分析できる（Ｅ）

１２．設計ソリューションと方略を最終決定する前
に状況の要素を吟味できる（Ｅ）。
（Ｅ）は必須コンピテンシ－（Ａ）は上級コンピテンシ－
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ＩＤ領域：設計と開発（2000年版IBSTPI）

１３．与えられたプロジェクトに適した設計・開発
モデルを選択・改良・あるいは構築できる（Ａ）。

１４．研修内容と教授方略を定義・系列化する
ための様々な技法を選択・活用できる（Ｅ）。

１５．既存の研修教材を選択・改良できる（Ｅ）。
１６．教材を開発できる（Ｅ）。
１７．学習者相互・学習グループ相互の多様性

［diversity］に配慮した研修が設計できる（Ｅ）。
１８．研修とそのインパクトを評価・アセスメント
できる（Ｅ）。
（Ｅ）は必須コンピテンシ－（Ａ）は上級コンピテンシ－

２００４．５．２０． 日本イーラーニングコンソーシアム
2004年度通常総会

17

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
真
実

ＩＤ領域：実施と管理（2000年版IBSTPI）

１９．ＩＤプロジェクトを計画・管理できる（Ａ）。
２０．ＩＤプロジェクト構成員間の協調性・パート
ナーシップ・関係性を構築・促進できる（Ａ）。

２１．ビジネススキルを駆使してＩＤプロジェクトが
管理できる（Ａ）。

２２．研修管理システムが設計できる（Ａ）。
２３．研修教材や研修プログラムを効果的に実施
できる（Ｅ）。

（Ｅ）は必須コンピテンシ－（Ａ）は上級コンピテンシ－

初心者・熟達者に関わらず、２３領域すべてのコンピテ
ンシーを満たしているプロは少ない。分業体制が確立。
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ｅラーニングの全体像を捉えなおす

研修で学ぶ
Instruction

経験して学ぶ

Experience

情報で学ぶ
Information

仲間から学ぶ

Interaction

eラーニング
e-Learning

eラーニング
e-Learning

学
習
す
る
組
織L

e
arn
in
g O
rgan
izatio

n

パフォーマンス・サポート・システム
Performance Support System

パフォーマンス・サポート・システム
Performance Support System

ナレッジ・マネージメント・システム
Knowledge Management System

ナレッジ・マネージメント・システム
Knowledge Management System

コミュニティ
e-Community

コミュニティ
e-Community

eラーニング・
コミュニティ
e-Learning
Community

環境対応・
パフォーマンス

向上

出典：香取一昭（2001）「eラーニング経営」エルコ、p.91

狭義の

広義のｅラーニング
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＜ＩＳＤはものの考え方＞

ＩＳＤはフローチャートではなく、ものの考え
方 [a way of thinking]である。ＩＳＤは、
トレーニングをシステム的に、広義に、そ
して反省的に[reflectively]デザインして
いこうと覚悟する心のもちようである。

出典：Broadbent,B.(2002). ABCs of e-learning: Reaping the benefits 
and avoiding the pitfalls.  Jossey-Bass/Pfeiffer, ASTD.
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ガニェ・ブリッグスのIDプロセスモデル

７．レッスン計画書（またはモジュール）の準備
８．教材とメディアの開発または選択
９．受講者評価方法の準備

レッスン
レベル

10．教員の準備
11．形成的評価
12．フィールドテストと改善
13．総括的評価
14．実施と普及

システム
レベル

４．コースの構造とシークエンスの決定
５．コース目標の分析
６．実行目標の定義

コース
レベル

１．ニーズ・目標・優先順位の分析
２．リソース・制約・実施システムの代替案の分析
３．カリキュラム及びコースのスコープとシークエンスの決
定；実施システムの設計

システム
レベル

出展：ガニェ・ブリッグス（1986）「授業とカリキュラムの構成」（北大路書房）.より
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サブシステムとしての
ｅラーニング教材

ｅラーニングシステムが提供されていない、
もしくは充実していないときにデザインすべ
きｅラーニング教材とではおのずと異なる

デザインする教材に関連する他の学習リ
ソースにはどのようなものがあるのかを踏ま
えて、ｅラーニング教材として自己完結する
よりは、すでに提供されているシステムの諸
要素をいかに取り入れるかを考える

２００４．５．２０． 日本イーラーニングコンソーシアム
2004年度通常総会
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広義のｅラーニングの中の研修
「分かりにくいマニュアルを使えるようにさせるよりは、あ
のマニュアルを書き直してしまいそれをＰＳＳとして活用
できるようになることを研修目標としよう」

「この分野は変化が激しいから、いちいち変わったこと
を頭に叩き込む研修をやるよりは、変更情報提供のＷｅ
ｂサイトを研修部門で立ち上げて、それを使いこなせる
ようになることを研修目標にしよう」

「せっかく集まって集合研修の機会があるのだから、こち
らからの一方的な情報伝達は印刷物の配布で短時間
にして、受講者の現場の様子を互いに交換する時間と
して再設計しよう。ついでだから、研修後も互いの情報
交換ができるような掲示板を提供してその使い方も研
修内容に入れよう」

２００４．５．20． 日本イーラーニングコンソーシアム
2004年度通常総会

23

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ナ
ル

デ
ザ
イ
ン
の
真
実

「太った訓練コースの中には、
細身のＪＯＢ・ＡＩＤが出て
行きたいと泣いている･･･」

最小限必要な機能だけを準備し、
ｅラーニング教材への依存性を
不必要に高めない工夫

教材屋から職能向上ソリューション
提供者への脱皮

２００４．５．２０． 日本イーラーニングコンソーシアム
2004年度通常総会
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＜ＩＳＤは行動計画＞
ＩＳＤプロセスは、インスタント食品のように「水を
入れたらトレーニングができあがる」ものではない。
長く、挑戦的思考を必要とする工程で用いる道
路地図のようなもの。後部座席に載せた顧客を、
顧客が求める目的地まで安全に、しかも的確に
連れて行く運転手であるあなたが用いる地図で
ある。ＩＳＤは、汎用性の高い行動計画であるか
ら、そのときの状況に応じて賢く、柔軟に使いこ
なすだけの力量をデザイナーに要求する。

出典：Broadbent,B.(2002). ABCs of e-learning: Reaping the benefits 
and avoiding the pitfalls.  Jossey-Bass/Pfeiffer, ASTD.
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ＩＤは倫理規定に基づく専門職
認定パフォーマンステクノロジスト

（ＣＰＴ：Certified Performance Technologist）

ＩＳＰＩが2000に制定

ＡＳＴＤが2002に参加

倫理規定に基づいてプロジェク
トを遂行した実績を審査・認定
（上司と取引先からの意見書）

３年ごとの更新義務

メッセージ３
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ＣＰＴ倫理規定５原則
付加価値原則：顧客と地球環境に価値をもたらすこと
Ａｄｄ Ｖａｌｕｅ Ｐｒｉｎｃｉｐｌｅ

実証実践原則：裏づけのある効果的手法を用いること
Ｖａｌｉｄａｔｅｄ Ｐｒａｃｔｉｃｅ Ｐｒｉｎｃｉｐｌｅ

協働原則：顧客の良きパートナーになること
Ｃｏｌｌａｂｏｒａｔｉｏｎ Ｐｒｉｎｃｉｐｌｅ

継続向上原則：プロとして腕を磨き続けること
Ｃｏｎｔｉｎｕｏｕｓ Ｉｍｐｒｏｖｅｍｅｎｔ Ｐｒｉｎｃｉｐｌｅ

誠実原則：正直でうそがないこと
Ｉｎｔｅｇｒｉｔｙ Ｐｒｉｎｃｉｐｌｅ

機密保持原則：利益相反をまねかないこと
Ｕｐｈｏｌｄ Ｃｏｎｆｉｄｅｎｔｉａｌｉｔｙ Ｐｒｉｎｃｉｐｌｅ

http://www.astd.org/a
std/Education/cod
e_of_ethics.htm
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付加価値原則：顧客と地球環境に
価値をもたらすこと

Ａｄｄ Ｖａｌｕｅ Ｐｒｉｎｃｉｐｌｅ

もし「教材」が何かを教えていないの
であれば、その価値はゼロである。

無駄を放置するのはプロではない！

http://www.id2.usu.edu/
２００４．５．２０． 日本イーラーニングコンソーシアム
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実証実践原則
Ｖａｌｉｄａｔｅｄ Ｐｒａｃｔｉｃｅ Ｐｒｉｎｃｉｐｌｅ

裏づけのある効果的手法を用いること

プロジェクトの目的に対して適切な実証済みの実
践手法が存在しない場合は、顧客への説明責任
を果たしながら、既存の理論・研究成果・実践知
見に即した手法を用いること

ガイドライン（一部）
顧客にとって有益だと思われる新しい技術を適用する
ために必要な研究を行う

データに基づいた判断をする

実践のインパクトを客観的に評価する

２００４．５．20． 日本イーラーニングコンソーシアム
2004年度通常総会
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実証実践原則
Ｖａｌｉｄａｔｅｄ Ｐｒａｃｔｉｃｅ Ｐｒｉｎｃｉｐｌｅ

経験と勘にたよっているようでは
プロとは言えない！

学びを支援するプロ自身が学ばないわけ
にもいかないですねぇ。

２００４．５．２０． 日本イーラーニングコンソーシアム
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継続向上原則
Ｃｏｎｔｉｎｕｏｕｓ Ｉｍｐｒｏｖｅｍｅｎｔ Ｐｒｉｎｃｉｐｌｅ

プロとして腕を磨き続けること

ガイドライン

自分のスキルと知識を定期的に評価する

顧客にとって有益と思われる新手法･概念･
ツール･方略・技術などを調査する

サービス向上のために自分に何ができるかを
顧客に尋ねる

パフォーマンス向上技術の応用を促進する


